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友
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「
校
友
の
広
場
」掲
載
希
望
の
方
は
、(1)
文
字
数
2
0
0
文
字
ま
で（
出
席
者
の
お
名
前
を
含
む
） 

(2)
写
真
１
枚（
パ
ノ
ラ
マ
不
可
）を
下
記
ま
で
送
付
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
投
稿
く
だ
さ
い
。あ
て
先 

〒
１
７
１
‐
８
５
０
１
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
３
‐
34
‐
１ 

「
立
教
大
学
校
友
会 

会
報
担
当
係
」 

メ
ー
ル「
k
o
y
u
@
g
r
p
.
r
i
k
k
y
o
.
n
e
.
j
p
」

ご協力お願い申し上げます。 

　前回同封の振込用紙にてご入金をお願いしま
す。振込用紙を紛失された方は校友会事務局ま
でご連絡ください。

納入方法について

維持会費は一口3,000円以上で

　会員の皆様には一人一口3,000円以上で
の納入をお願いしております。

　校友会ではこの「セントポール」誌発行をはじ
め、様々な校友会の活動をご支援いただくため、
維持会費の納入をお願いしております。昨年は
約 4,550 件・約 2,000 万円のご協力をい
ただきました。これからの校友会発展のために
もどうぞご支援をよろしくお願い申し上げます。

維持会費納入

（7）2011年（平成23年）8月3日 セ ン ト ポ ー ル 第416号

　

遠
く
は
高
知
の
細
木
さ
ん
は
じ

め
9
人
の
友
は
再
会
の
懐
か
し
さ

と
思
い
出
の
語
ら
い
で
40
年
の
時

の
隔
た
り
を
一
瞬
に
埋
め
た
初
め

て
の
ク
ラ
ス
会
で
あ
っ
た
。散
会

後
、ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉

に
再
会
を
約
束
し
て
、池
袋
の
街
へ

二
次
会
に
出
か

け
た
。尚
、ク
ラ

ス
会
に
先
立
ち

教
会
に
於
い
て

亡
く
な
ら
れ
た

友
に
祈
り
を
捧

げ
た
。（
齋
藤

義
夫　

記
）

卒
業
40
年　

法
1
Ａ
ク
ラ
ス
会

'10
・
12
・
4

第
一
食
堂　

藤
だ
な

【
出
席
者
】

細
木
幸
彦

山
倉
孝
幸

高
見
清
志

小
林
隆
治

岡
本　

亨

櫻
井　

勉

齋
藤
義
夫

相
川
光
男

斉
藤
俊
樹

（
後
列
左
か
ら
）

（
前
列
左
か
ら
）

'11
・
1
・
19

新
橋
亭

　

今
年
も
吉
例
の
新
年
顔
合
せ

会
を
新
橋
の
新
橋
亭
で
開
催
し

ま
し
た
。久
し
振
り
に
渥
美
君
が

奥
様
を
連
れ
て
出
席
し
て
く
れ
ま

し
た
。全
部
で
9
名
で
す
。昔
、予

科
2
年
の
時
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
で
彼
が
黒
い
衣
装
を
着
て
ボ

レ
ロ
を
踊
っ
た
こ
と
な
ど
が
話
題

に
出
て
、大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

皆
、今
年
で
卒
寿
を
迎
え
た
り
過

ぎ
た
り
し
て
い

る
の
で
す
が
、

案
外
元
気
で
又

の
再
会
を
約
束

し
て
散
会
し
ま

し
た
。（
上
妻

　

記
）

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
19
会

'11
・
1
・
28

銀
座　

和
心
庭　

一
蔵

昭
和
44
年
法
学
部
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

卒
業
後
42
年
が
過
ぎ
11
名
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。佐
賀
か
ら
中

村
克
介
君
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。幹
事
の
佐
々
木
真
美
君
の

努
力
に
よ
り
49
名
の
級
友
の
う
ち

37
名
の
住
所
が
判
明
し
ま
し
た
。

会
は
、は
じ
め
に
昨
年
11
月
に
逝

去
し
た
広
島
の
坂
本
紀
征
君
を
偲

ん
だ
後
、近
況
報
告
、学
生
時
代
の

思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。そ

の
後
、二
次
会
、三
次
会
と
時
を
忘

れ
、懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
博　

記
）

【
出
席
者
】佐
々
木　

篠
崎　

高
橋　

中
村

　

並
木　

羽
畑　

簑
和
田　

渡
辺　

肥

田　

来
住　

泉

立
教
工
業
理
科
専
門
学
校

工
業
物
理
科
一
期
生
会

'11
・
3
月

新
宿
ハ
イ
ア
ッ
ト
ホ
テ
ル

　

震
災
に
あ
わ
れ
た
方
た
ち
に

先
ず
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
立
教
理
専（
現
理
学
部
）

を
昭
和
22
年（
一
期
生
）に
卒
業
し

て
、今
年
全
員
85
歳
に
な
る
同
期

生
で
す
。全
員
が
戦
時
中
、学
徒
動

員
で
中
島
飛
行
機
製
作
所
や
軍
需

工
場
に
通
っ
て
毎
日
空
襲
の
下
、

戦
死
を
共
に
し
た
仲
間
で
す
。そ

れ
ゆ
え
に
今
で
も
団
結
は
固
く
、

以
来
毎
年
、少
な
く
と
も
年
二
回

春
と
秋
に
ホ
テ
ル
な
ど
で
会
食
会

を
開
い
て
、当
時
格
別
の
お
世
話

に
な
っ
た
佃
先
生（
後
に
総
長
就

任
）は
じ
め
当
時
の
想
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。最
近
も

理
学
部
の
教
室
等
を
訪
問
し
、そ

の
充
実
ぶ
り
に
驚
い
て
い
ま
す
。

我
々
は
い
つ
ま
で
も
立
教
精
神
を

保
ち
頑
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で

す
。
今
後
母
校

の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。こ

ん
な
先
輩
た
ち

が
い
る
こ
と
も

お
忘
れ
な
く
。

（
田
島　

記
）

【
出
席
者
】薮
田　
三
富　

萩
野　
長
谷
川

　
田
島

'11
・
4
・
2

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

昭
和
41
年
卒
経
営
学
科
Ｉ
組
ク
ラ
ス
会

　

昨
年
か
ら
毎
年
4
月
の
第
一

土
曜
日
が
定
例
と
な
り
、級
友
10

名
と
夫
人
2
名
で
、余
震
の
中
で

こ
ぢ
ん
ま
り
の
ク
ラ
ス
会
。被
災

者
へ
黙
祷
を
奉
げ
開
宴
。地
震
時

の
体
験
談
や
近
況
な
ど
語
り
合

う
。ホ
ロ
酔
い
で「
俺
が
、お
前
が
」

と
青
春
時
代
に
戻
り
話
も
弾
み
、

杯
も
重
な
る
盛

況
ぶ
り
。次
回
は

参
加
者
倍
増
を

約
束
し
て
散
会
。

尚
、会
費
の
一
部

を
義
捐
金
と
し

て
日
赤
へ
送
っ

た
。（
谷
口　

記
）

【
出
席
者
】

山
口
義
郎

若
林
夫
人

福
本
雅
也

松
本
克
海

若
林
延
浩

松
田
安
弘

谷
口
勝
年

武
者
祐
二

松
本
夫
人

増
田
征
三

佐
々
木
哲
夫

三
村
良
彦

（
前
列
右
か
ら
）

（
後
列
右
か
ら
）

昭
和
35
年
度
卒
業
社
会
学
部
Ｉ
ク
ラ
ス
会

'11
・
4
・
12

　

卒
業
か
ら
50
年
を
機
に
、当
ク

ラ
ス
会
に
出
席
す
る
常
連
の
人
々

か
ら
、こ
こ
ま
で
元
気
に
会
に
出

て
こ
ら
れ
る
健
康
に
感
謝
し
て
、

今
後
は
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。趣
向
を
か
え
て
、屋
形

船
で
隅
田
川
両
岸
の
さ
く
ら
や
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
見
な
が
ら
、

江
戸
前
の
天
ぷ
ら
等
で
歓
談
す
る

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。当
初
参

加
希
望
者
は
23
名
で
し
た
が
、3

月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
未
曽

有
の
被
害
が
出
た
た
め
世
論
の
自

粛
ム
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
が
、逆

説
的
に
実
行
し
ま
し
た
。晴
天
に

も
、例
年
よ
り
遅
い
満
開
の
桜
に

も
迎
え
ら
れ
、参
加
者
は
皆
喜
ん

で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。来
年
は

静
岡
で
、鈴
木
、

袴
田
両
氏
を
幹

事
に
開
催
し
て

も
ら
う
つ
も
り

で
す
。奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
平
田　

記
）

【
出
席
者
】有
波　

阿
島　

伊
藤　

今
坂

　

小
宮
山　

五
味　

齋
藤　

三
枝　

榊

田（
旧
姓
浜
本
）　

鈴
木（
隆
）　

小
笠
原

（
志
賀
）　

竹
村　

中
村　

袴
田　

山
口　

結
城　

横
山（
小
山
）　
田
村（
打
田
）　
平

田（
以
上
19
名
）

'11
・
4
・
17

銀
座
・

サ
ン
ミ
高
松
本
店

昭
和
32
年
卒「
セ
ン
ト
シ
ャ
イ
ン
会
」

　

第
16
回
は
、東
日
本
大
震
災
と

原
発
事
故
か
ら
37
日
後
、世
の
中

が
自
粛
ム
ー
ド
の
な
か
、勇
気
あ

る
16
名
が
参
集
。吉
川
俊
夫
の
進

行
で
冒
頭
、昨
年
12
月
に
逝
去
さ

れ
た
長
谷
川
晃
一
氏
と
被
災
地
の

犠
牲
者
の
方
々
の
冥
福
を
祈
り
、

斎
藤
孝
美
氏
に
よ
り
献
杯
を
捧

げ
ま
し
た
。料
理
に
舌
づ
つ
み
を

打
ち
な
が
ら
、大
震
災
、原
発
な

ど
の
話
題
に
集
中
。こ
う
い
う
時

こ
そ
お
互
い
に
元
気
な
パ
ワ
ー

を
貰
い
、友
情
を
温
め
心
和
む
ひ

と
時
で
し
た
。最
後
に
内
野
雅
史

氏
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、

「
フ
レ
ー
、フ

レ
ー
立
教
」

で
締
め
、
お

互
い
に
前
向

き
に
生
き
る

こ
と
を
誓
い

合
い
、
次
回

の
再
会
を
約

し
散
会
。（
吉

川　

記
）

【
出
席
者
】

柿
沼　

寛

斎
藤
孝
美

竹
内
弘
和

村
上
吉
郎

横
内
英
夫

内
野
雅
史

栗
山
定
幸

杉
山
慎
一
郎

星
野　

仁

山
田
喜
正

池
谷
樹
八

梶
谷
庄
佑

斉
藤　

繁

田
中
知
子

山
口
金
次
郎

吉
川
俊
夫

'11
・
4
・
30

銀
座

い
ら
か
渋
谷
店

　

八
十
路
を
越
え
る
年
齢
と
な

り
、闘
病
生
活
者
も
増
え
、亡
く
な

ら
れ
る
方
も
あ
っ
て
、本
年
、卒
業

60
周
年
の
節
目
の
年
に
、最
後
の

ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て
幕
を
閉
じ

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。昨
年
の
参

加
の
方
の
う
ち
、2
名
が
病
気
、1

名
が
転
倒
に
よ

る
受
傷
で
不
参

加
。病
を
お
し

て
、久
し
ぶ
り

に
1
名
が
参
加

と
な
り
、参
加

者
は
7
名
で
し

た
。参
加
者
の

立
教
大
学
予
科
21
・
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会

【
参
加
者
】

坂
本　

宏

三
浦
政
忠

小
杉　

一

平
山
照
康

岩
崎
敏
雄

沢
野
吉
男

荒
井
陽
一

中
に
は
持
病
と
付
き
合
っ
て
い
る

方
も
あ
り
ま
し
た
が
、懐
か
し
い

学
生
時
代
の
こ
と
を
は
じ
め
、話

題
が
尽
き
ず
、時
の
経
つ
の
を
忘

れ
ま
し
た
。（
荒
井　

記
）

　

新
緑
が
深
ま
り
爽
や
か
な
五

月
、東
京
・
川
崎
・
伊
東
・
高
山
・

京
都
・
松
山
か
ら
6
名
と
、同
伴

の
夫
人
2
名
が
参
加
し
、夏
目
漱

石
の「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」で
有
名
な
道

後
温
泉
に
あ
る
、校
友（
平
成
11
年

卒
）経
営
の
老
舗
ホ
テ
ル
で
盛
大

に
開
催
し
た
。翌
日
は
正
岡
子
規

記
念
館
、寺
院
な
ど
を
見
学
し
た
。

我
々
は
米
寿
を
迎
え
、全
員
、軍
隊

経
験
の
あ
る
老
兵
で
あ
る
が
、来

年
も
東
京
で
開
催
し
、母
校
訪
問

を
計
画
し
、

意
気
軒
昂
で

あ
る
。
こ
の

ク
ラ
ス
会
は

二
十
数
年
前

か
ら
輪
番
で

毎
年
開
催
し

て
い
る
。（
大

岡　

記
）

松
山
・

道
後
温
泉
ふ
な
や

'11
・
5
・
16
〜
17

【
参
加
者
】（
右
か
ら
）上
西　

上
西
夫
人

　

花
岡　

山
田　

山
田
夫
人　

伊
藤　

三
浦　

大
岡

昭
和
16
年
入
学
予
科
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

久
し
振
り
の
一
泊
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
た
。15
名
の
参
加
を
得
、

チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
に
て
車
中
か
ら

大
い
に
盛
り
上

が
り
、
レ
イ
ク

ガ
ー
デ
ン
や
製

糸
工
場
見
学

等
盛
り
だ
く
さ

ん
。楽
し
く
帰

京
し
ま
し
た
。

（
小
川　

記
）

Ｊ
Ｆ
Ｅ

軽
井
沢
清
風
荘

昭
和
33
年
入
学
社
会
学
部
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

'11
・
5
・
16
〜
17

【
参
加
者
】秋
山　

池
田　

峰
岸　

中
島

　

西
島　

野
口　

小
川　

奥
野　

大
曽

根　

下
坂　

谷
川　

谷
村　

矢
部　

淀

縄　

横
山

川
鍋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会

'10
・
12
・
11

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

　

恒
例
と
な
っ
た
経
済
学
部
川
鍋

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
の
参
加
者
は
、47
名

で
す
。年
の
瀬
に
先
生
を
囲
ん
で

集
う
会
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
ま
す
。先
生
も
元
気
な
顔
を

見
せ
ら
れ
ま
し
た
。お
子
さ
ん
と

ご
一
緒
の
参
加
者
も
2
組
あ
り
、

家
族
の
集
ま
り
の
よ
う
に
、と
て

も
和
や
か
な
温
か
い
雰
囲
気
と
な

り
ま
し
た
。先
生
の
今
年
の
講
義

は「
明
治
維
新
・
戦
後
の
民
主
主

義
に
つ
い
て
」先
人
の
言
葉
を
引

き
合
い
に
格
調
の
高
い
も
の
で
し

た
。先
生
は
、散
歩
の
後
キ
ャ
フ
ェ

で
朝
食
を
と
り
、そ
の
後
学
究
生

活
と
判
で
押
し
た
よ
う
な
毎
日
と

か
。ラ
イ
フ
の
達
人
と
し
て
、我
々

は
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
沢

山
あ
る
よ
う
で
す
。二
人
の
お
子

さ
ん
か
ら
の
花
束
贈
呈
に
満
面
の

笑
み
で
受
け
取
ら
れ
、参
加
者
一

同
心
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。先

生
の
ご
健
康
と
来

年
の
Ｏ
Ｂ
会
で
の
再

会
を
約
し
た
あ
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
仰

ぎ
見
て
、池
袋
の
街

へ
繰
り
出
し
ま
し

た
。（
堀
之
内　

記
）

Ｂ
Ｓ
Ａ
第
5
支
部
Ｏ
Ｂ
会（
S
45
〜
S
52
卒
位
）

'11
・
2
・
5

池
袋「
竹
若
」

　

当
日
は
と
て
も
寒
い
日
で
し
た

が
集
ま
っ
て
み
る
と
皆
昔
と
変
わ

ら
ず
、
大
手
術

を
し
た
Ｏ
君
も

元
気
に
出
席

さ
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

60
才
を
過
ぎ
る

と
こ
う
い
う
会

も
増
え
て
そ
の

都
度
な
つ
か
し
さ
と
共
に
発
見
が

あ
り
、思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。来
年
も
皆
元
気
で
い
ら
れ

た
ら
と
思
い
つ
つ
。（
山
倉　

記
）

【
出
席
者
】西
宮　

山
倉　

勝
又　

横
山

（
さ
）　

武
藤　
大
森　

成
田　

山
倉（
ま
）

　
平
岡　

横
山（
と
）

威
友
会（
小
林
威
雄
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
）講
演
会

'11
・
2
・
19

居
酒
屋

「
て
ぬ
き
や
大
門
」

　

平
成
22
年
度
第
3
回
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
講
師
に

山
岸
宜
公
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

チ
ェ
ロ
に
よ
る
演
奏
と「
イ
ス
ラ

エ
ル
と
音
楽
」と
い
う
題
で
の
ご

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。先
生

は
東
京
芸
術
大
学
を
卒
業
後
、イ

ス
ラ
エ
ル
公
共
楽
団
首
席
チ
ェ
ロ

奏
者
な
ど
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
は
、山
岸
先
生
が
小

林
ゼ
ミ
の
斎
藤
亨
先
輩（
Ｓ
40
）と

長
野
の
上
田
高
校
の
同
級
生
だ
っ

た
と
い
う
ご
縁
で
実
現
し
ま
し

た
。会
場
も
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
の
ご
兄

弟
が
や
っ
て
い
る
お
店
で
、土
曜

日
の
午
後
、チ
ェ
ロ
に
よ
る
バ
ッ

ハ
の
曲
を
堪
能
し
た
後
、イ
ス
ラ

エ
ル
に
行
か
れ

た
経
緯
や
先
生

の
チ
ェ
ロ
奏
者

と
し
て
の
ご
経

験
に
つ
い
て
の

お
話
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
美

酒
に
浸
る
と
い

う
贅
沢
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。次
回
は
、7
月
2

日（
土
）の
総
会
に
際
し
て
、三
菱

電
機
で
宇
宙
開
発
ロ
ケ
ッ
ト
の
事

業
を
み
て
こ
ら
れ
た
三
宅
道
昭
氏

に
ご
講
演
を
お
願
い
す
る
予
定
で

す
。（
内
野　

記
）

体
育
会
О
Ｂ
ク
ラ
ブ
Ｓ
26
会

'11
・
5
・
14

第
一
食
堂　

藤
だ
な

　

昭
和
26
年
3
月
に
卒
業
し
た
体

育
会
各
部
で
活
躍
し
た
Ｓ
26
会
の

メ
ン
バ
ー
も
年
齢
82
才
を
超
え
、

年
に
一
度
開
催
し
て
き
た
例
会
の

参
加
者
も
年
々
少
な
く
な
り
、今

年
5
月
の
出
席
者
は
16
名
と
寂
し

く
な
り
ま
し
た
。発
足
当
初
の
メ

ン
バ
ー
は
１
１
８
名
で
し
た
が
、

時
が
経
ち
今
は
後
期
高
齢
者
と
な

り
、約
半
数
が
神
に
召
さ
れ
て
い

ま
す
。冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。本
年
は
卒
業
60
年
の
節

目
に
当
た
り
、長
年
続
い
た
Ｓ
26

会
は
、こ
れ
か
ら
の
健
康
と
長
寿

を
祈
念
し
て
、

今
回
を
最
後
に

残
念
な
が
ら
解

散
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

長
年
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
小
林　

記
）

【
出
席
者
】松
村（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）古
川　

田
村（
器
械
体
操
）　

小

林（
ホ
ッ
ケ
ー
）　

迫　

平
山（
テ
ニ
ス
）　

佐
久
間　
三
浦（
自
動
車
）　

市
井（
馬
術
）

　

山
本（
ス
ケ
ー
ト
）　

斉
藤　

牧（
準
硬

式
野
球
）　
大
谷（
水
泳
）　

安
藤（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）　

玉
塚（
レ
ス
リ
ン
グ
）　

横
山

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）


